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1　はじめに

　

　胴割粒は玄米の胚乳部に亀裂を生じる現象で、発生

が多くなると落等の原因となるほか、搗精時、砕粒と

なりやすく精米歩留まりや食味の低下につながるため、

問題となっている。胴割粒の発生要因として、登熟初

期が高温で経過した場合１)、穂揃期の SPAD 値が低い

場合 2)、急激な乾燥や吸湿に遭った場合 3) に胴割粒の

発生が増加することが知られている。

　2021 年の山形県では、7月中旬から 8月 1半旬の気

温が高温で経過し、水稲の生育が進んで出穂が早まり、

7 月下旬に出穂した「はえぬき」「雪若丸」は登熟初

期に高温で経過したため、胴割粒の発生が懸念された。

一方、8 月 1 半旬以降に出穂した「つや姫」は、登熟

初期の高温は回避したが、生産現場では胴割粒による

落等事例が確認されたため、山形県における 2021 年

産米の胴割粒発生状況の調査を行った。

2　試験方法

　(1) 山形県における 2021 年の気象条件

　県内 4カ所（山形、新庄、米沢、酒田）のアメダス

最高気温データをもとに、出穂後 10 日間の日最高気

温平均値を算出した。

　(2) 胴割粒の発生状況

　2021 年に山形県農業総合研究センター ( 山形県山

形市 )で「はえぬき」、「雪若丸」、「つや姫」、「コシヒ

カリ」の移植時期を異にし、胴割率と葉色を調査した。

移植は 4 月 30 日から 6 月 22 日まで概ね 10 日間隔の

6 作期で実施した。胴割率は、粒厚 1.9mm 以上の玄米

について、グレインスコープ（K 社、TX200）を用い、

僅かな亀裂がある米粒も胴割粒と判定し粒率を算出し

た。葉色は葉緑素計 (K 社、SPAD-502Plus) を用いて、

穂揃期及び穂揃期 20 日後に止葉の葉色を測定した。

　(3) 籾水浸法 4) による胴割率調査

　(2) と同じサンプルの「はえぬき」、「雪若丸」、「つ

や姫」を用い、適期に収穫し自然乾燥した籾を 15℃

の水に 1 時間浸漬後、2 日間程度常温陰干しし水分を

15% 程度まで乾燥させた。試験用籾摺機にかけ、得ら

れた玄米を穀粒判別器 (S 社、RGQI 90A) により、胴

割率の判定を行った。なお、穀粒判別器は、農産物検

査規格に従い目視で確認できる胴割粒を検出するよう

設定した。

　(4) 刈取時期別胴割率の推移

　2021 年に山形県農業総合研究センターで 5 月 20 日

に移植した「はえぬき」、「雪若丸」、「つや姫」の作況

解析試験において、成熟期以降概ね 5日ごとに刈取を

行い、出穂後日平均気温の積算値が約 900 ～ 1,550℃

の間で胴割率を調査した。ここでの胴割粒は、(3) と

同様に穀粒判別器により判定した。

3　試験結果及び考察

　　2021 年の気象は、8 月 1 半旬までに出穂期を迎

えた水稲では、出穂後 10 日間の日最高気温平均値が

30℃以上となり、胴割粒が発生しやすい条件であった

（図 1）。各品種とも出穂後 10 日間の日最高気温平均

値が高くなるほど、胴割率が高くなる傾向であった（図

2）。登熟初期から中期の植物栄養状態との関連性に

ついては、出穂後 10 日間の日最高気温平均値が 30℃

以上の条件の場合、「はえぬき」、「雪若丸」では穂揃

期から穂揃期 20 日後の葉色の低下程度が大きいほど、

胴割率が高くなる傾向であった ( 図 3)。葉色の低下

程度は低いが、胴割率が高い事例については、他の要

因が影響していると考えられるため、更に検討が必要

である。

　刈取適期に収穫、乾燥した玄米のグレインスコープ

による胴割率と、刈遅れによる胴割率と相関がある籾

水浸法 4) による胴割率を比較すると、「はえぬき」、「雪

若丸」では籾水浸法による胴割率はグレインスコープ

による胴割率より低い傾向であった。一方、「つや姫」

の籾水浸法による胴割率は、グレインスコープによる

胴割率と同程度であった（図 4）。「つや姫」は刈取適

期には僅かな亀裂でも、刈遅れるとその後の吸湿乾燥

により農産物検査上の胴割粒になりやすいと考えられ

る。

　また、「はえぬき」、「雪若丸」、「つや姫」の胴割率

の推移を調査した。各品種の刈取適期は、出穂後日平

均気温の積算値が、「はえぬき」1,000 ～ 1,200℃、「雪

若丸」950 ～ 1,200℃、「つや姫」1,000 ～ 1,200℃で

あり 5) 6)、いずれの品種も刈取適期内であれば、胴割

率は低い傾向であった。「はえぬき」では、出穂後日

平均気温の積算値が 1,400℃を超えると、胴割率は上

昇した。「雪若丸」では 1,500℃程度までは大きな上

昇は確認されなかった。「つや姫」では、1,200℃を超

えると胴割率が大きく上昇した（図 5）。刈遅れによ

る胴割粒の発生には、品種により差があると考えられ

る。

4　まとめ

　2021 年の山形県において、7月中旬から 8月 1半旬
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 2021 年の山形県において、7 月中旬から 8 月 1 半旬

の気温が高温で経過し、8 月 1 半旬までに出穂期を迎

えた水稲について、出穂後 10 日間の日最高気温平均

値が 30℃以上となり、胴割粒が発生しやすい気象条件

となった。穂揃期から穂揃期 20 日後にかけて、葉色の

低下程度が大きいと胴割粒の発生が助長される可能性

がある。また、刈遅れによって胴割粒の発生しやすい

品種がある。 
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図４ 刈取適期の胴割率と籾水浸法による胴割率 

 

図２ 出穂後 10 日間の日最高気温平均値

と胴割率 
図１ 2021 年の山形県における出穂後 10 日間の 

日最高気温平均値の推移 

図５ 刈取時期別の胴割率 

（℃）  

図３ 登熟初期から中期の葉色低下程度と胴割率 

※出穂後 10 日間の日最高気温平均値 30℃以上の条件において、２点以上 

ある品種で作図した 
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の気温が高温で経過し、8 月 1 半旬までに出穂期を迎

えた水稲について、出穂後 10 日間の日最高気温平均

値が 30℃以上となり、胴割粒が発生しやすい気象条

件となった。穂揃期から穂揃期 20 日後にかけて、葉

色の低下程度が大きいと胴割粒の発生が助長される可

能性がある。また、刈遅れによって胴割粒の発生しや

すい品種がある。
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